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1 研究の背景と目的                      
近年、大分県別府市の鉄輪・明礬温泉地区では、世

界的にも希有な「湯けむり景観」を「重要文化的景観」

として選定し、後世に残すべき景観として、一体的に

保護しようと取り組みが進められている。 
別府市は、2008年3月に「別府市景観条例」を制定
し、翌年の 2009年3月に「鉄輪温泉地区温泉湯けむり
重点景観計画」を制定した。そして 2011年、別府市明
礬温泉地区を対象とした重点景観計画の策定にあたり、

文化的景観の特性を再度見直している。現在、この地

区には第3種風致地区注1）と第4種風致地区注1）が指定

されているが、現況の規制のみでは将来的に新築また

は増設する際、自由な「用途、高さ、形態、意匠等」

で建設することが可能である。そのため、この地区特

有の景観が壊れてしまう可能性がある。そこで本研究

では、この地区の人々が如何なる生活・生業を育み景

観が創造されているのかに着目し、「高さ」、「形態意匠」

等の景観の特性を整理する。それらの情報に基づく、

住民の意向と、現況の景観を勘案した重点景観計画の

方針を検討することを目的とする。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
2 研究の方法                  
この地区を対象とした既往研究では、文献調査、ヒ

アリング調査、住民および外来者の意見抽出、行動軌

跡調査により、文化的景観を構成し得る景観構成要素

とその特性を明らかにしている。これらの事項に着目

し、本研究では対象地区に関する「規制誘導、建物高

さ、屋根形状、色彩・素材」についての調査を行う。

そして、この地区がもつ景観の特性を把握し、文化的

景観の特性と合わせて整理する。さらに、住民を対象

としたワークショップを実施し、地区の文化的景観の

特性とモンタージュ写真の提示により、対象地区がも

つ現況の課題を共有し、今後の方針を検討する。その 
結果、地区の目指すべき景観の方針を整理する。 
 

3 対象地区について               
別府八湯注2）の一つである明礬温泉地区（図 1）は、
伽藍岳の中腹標高 400mにあり、別府市街地の北西部
に位置している。1281年の大戦後、湯治場として栄え、
明礬や湯の花注 3）が採取されてきた地区である。地区

全体は傾斜地となっており、高低差は約 50mになる。 
 3つの共同温泉（図2）がそれぞれ離れた場所につく
られ、1671年に日本初の明礬製造が開始される。1885
年、明礬製造から湯の花製造へと産業が変遷すると、

現在の明礬温泉地区の特徴的である湯の花小屋注 4）を

含む景観が生まれた。そして、1887年頃から共同温泉
を中心に旅館棟数が徐々に増加し、この時期に湯治場

が発達した。特に 1885年‐1936年の間に湯の花小屋
の数が増加したが、現在に至るまでに、戦中時の男手

不足、国道500号の建設、大火など様々な要因により、
増減を繰り返し、現在の数（2010年現在 64棟）にな
っている。また、原風景形成期注 5）と現在の旅館棟数

を比較すると、現在は半分以下となっている 4）。原風

景形成期では旅館が存在していた場所は、駐車場や空

地へと変化している 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

表1 文化的景観の特性 4） 

形状
屋根 屋根 壁面

共同温泉 1階建て 木造 越 瓦 板・縦張り壁

その他 2階建て 木造 寄棟 瓦 白漆喰・板張り

建築物

形態意匠
高さ 構造構成要素名 素材

図1 明礬温泉地区 
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4  対象地区の現況把握             
4‐1 調査方法 
 対象地区における本調査の対象建築物（図3）は全
75件であった。ただし、対象建築物の「屋根形状」に
ついては棟数で集計し、全240棟であった。 
対象地区に関する現行の規制誘導の内容は、別府市

都市計画図、建築確認申請における建築物の最高高さ

の情報を用いて現況を把握した。ただし、建築物の最

高高さが不明な建築物については、現地にて光学測量

機を用いて追加調査を行った。また、屋根形状に関し

ては、現地にて目視で調査を行い、集計した。さらに、

建築物の色彩や素材についてはマンセル値が記された

「2011年F版塗料用標準色」5）等を用いて目視で調査

を行った。 
4‐2 対象地区に関する既存の規制誘導                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            
対象地区は、第3種風致地区、第 4種風致地区に指
定されている。さらに、商業地域と第1種住居地域を
含んでいる（図3）。既往研究によってえられた文化的
景観の特性（表 1）を考慮すると、現況の規制誘導の
ままでは、空地を中心に、この地区にはなかったよう

な建築物が建設される可能性がある。この地区になか

ったような建築物とは、「高さ」が 3階建て以上、「色
彩」については、明度3以上で彩度 2以下、「用途」に
ついては、商業施設である。このような地区の規制誘

導に関する課題を考慮し、建築物の「高さ」、「形態意

匠」の現況を整理する。課題に対する検討事項を次項

以降に示す。 
4‐3 建築物の最高高さ 
建築確認申請における情報と追加調査より、図3の

ような結果が得られた。この地区の建築物の約90%（72
件／75件）が、最高高さ 3m~9m（1階~3階建て）
であることがわかる。現状の規制誘導である第3種風
致地区では高さ 12m 以下、第 4 種風致地区では高さ
15m以下であれば建設することが可能である。そのた
め、現在 10%未満（3件／75件）である最高高さ 9m
~15m（3階~5階建て）の建築物が、将来建設される
可能性がある。さらに、原風景形成期には、木造3階
建をこえる建築物等は、確認できなかったこと等の文

化的景観の特性も考慮すると、最高高さ 3m～9mを維
持するためには、風致地区の規制では高さ制限につい

て不十分である。つまり、高さの制限について検討す

る必要があるといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4‐4 建築物の形態・意匠 
1)  屋根形状 
原風景形成期の屋根形状は「寄棟」が主流であった

ことが既往研究にて整理されている（表 1）。本研究で
は、現在の屋根形状の傾向を明らかにする。現在は、

「切妻」が62%、次いで「片流れ」が 21%を占めてい
る（表2）。また、原風景形成期に主流であった「寄棟」
が現在は9%まで減少していることがわかる。さらに、
建築物の用途の内訳を見ると、「切妻」の占める割合が

高くなっている用途は、「旅館」と「住宅」であること

もわかる（表2）。つまり、この地区を構成する主要な
建築物の形態が時代の流れとともに変化し、主に「旅

館」、「住宅」の変化により景観上の印象も変化してい

るといえる。 
 
 
 
 

表2 屋根形状の棟数・割合 

棟数 割合(%) 棟数 割合(%) 棟数 割合(%) 棟数 割合(%) 棟数 割合(%) 棟数 割合(%) 棟数 割合(%)
私営温泉 8 4 4 2 1 1 0 0 0 0 6 3 19 10
共同温泉 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 3
旅館 42 21 5 3 0 0 0 0 2 1 12 6 61 31

小売商店 9 5 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 13 7
住宅 46 23 7 4 5 3 1 1 2 1 19 10 80 40
その他 13 7 0 0 3 2 0 0 0 0 4 2 20 10
合計 123 62 17 9 10 5 1 1 5 3 42 21 198 100

屋根形状

切妻 寄棟 入母屋 宝形 片流れ

小計

陸

図3 規制・建物高さ 

図2 屋根伏せ図・モンタージュの視点 
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2)  色彩・素材 
 建築物の用途ごとに、色彩・素材を分類し、用途に

よって如何なる特性があるのか把握した。 
 表3より、共同温泉は、壁面は暖色（Y,R,YR）系で
鎧張り、屋根は無彩色で瓦屋根と伝統的な形態に統一

されていることがわかる。また、私営温泉、旅館、小

売商店については、壁面の素材にモルタル、漆喰を使

用しているものが多く見られる。また、色彩について

は、壁面は彩度4以下、明度2以上、屋根は彩度4以
下、明度2以上であるものが多く見られる。このよう
に共同温泉以外は原風景形成期に見られていた形態的

特徴（表1）は減少しているといえる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 対象地区における景観上の課題           
5‐1 モンタージュ写真の作成 
 歴史的背景や2009年に実施されたワークショップ
にて抽出された住民の景観評価の結果に加え、今年度

の調査によって明らかになった現況から地域の目指す

景観の将来像を導出する。そこで、住民を対象に地区

の景観の危険性や課題を共有し、この地区の景観の方

針を導出するため、再度ワークショップを実施した。

その際、この地区には如何なる景観の危険性や課題が

存在するのか等の住民理解を円滑にするため、モンタ

ージュ写真を用意した。モンタージュ写真は、既往研

究をもとに重要な景観構成要素が含まれるシーンを 5
つ抽出した。 
 図2の地図上に抽出された5つの視点を示す。5つ
の視点において、重点景観計画にて検討する必要があ

る項目（表4）について、各要素を変化させたモンタ
ージュを作成した。例として5つの視点のうち視点①
と視点⑤のモンタージュ写真を図 4に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6 住民の意識調査                 
6‐1 ワークショップの概要 
 明礬温泉地区および明礬温泉 
地区の周辺居住者9名により、 
ワークショップを表5の概要で 
実施した。 
6‐2 ワークショップにて抽出された意見 
 モンタージュ前と後の写真を住民に提示し、この地

区の規制誘導に関する景観上の危険性について共有化

を図る。さらに、地域の目指す景観の将来像として基

本方針を作成するため、明礬温泉地区に関する景観の

キーワードを挙げた。住民より提案されたキーワード

をカテゴリーごとに分類した（表6）。地区の景観を説
明するキーワードは、「自然」に関するものが多く、な

かでも「湯の花小屋」について全グループで言及され

ており、この地区の景観を象徴するキーワードである

といえる。 
  また、この地区の景観の将来像に関するキーワード
以外にも住民から挙げられた景観に関する意見につい

て整理した（表7）。「建築物」に関する意見や、「空地
化」に関する意見が多く見られた。特に空地化につい

ては、硫黄によって建築物や電化製品等が短期間で腐

食するため、経済的な負担が大きく、この地区で生業

視点① 

視点⑤ 

図4 モンタージュ写真の例 

 

     【変化前】           【変化後】 

変化要素：建築物（旅館2件） 

変化要素：建築物（商店、旅館、住宅6件） 

表4 モンタージュ写真の変化内容 
視点番号 視距離 仰角・俯角 モンタージュ項目 詳細

建物の高さ 商店、旅館：2階建てから5階建てへ変更

② 遠景 仰角 建物の色彩
写真に写り込む建築物の色彩を鉄輪温泉地区色彩基準色見
本の「まちなみ景観形成地区」の範囲内で変更

① 近景 仰角 建物の高さ 旅館(2件)：2階建てから5階建てへ変更

④ 遠景 俯角 建物の高さ 旅館(2件)：2階建てから5階建てへ変更

③ 近景 仰角 建物の色彩
画像に写り込む建築物の色彩を鉄輪温泉地区色彩基準色見
本の「まちなみ景観形成地区」の範囲内で変更

⑤ 遠景 水平
建物の色彩

写真に写り込む建築物の色彩を鉄輪温泉地区色彩基準色見
本の「まちなみ景観形成地区」の範囲内で変更

表3 色彩・素材の調査結果 

色相 明度 彩度 系統 色相 明度 彩度 系統

5R 3 2
10YR 2 1
5YR 3 1 暖色 N 2.5 ‐ 無彩色 鎧張り木材 瓦

2.5Y 3 1 暖色 N 2.5 ‐ 無彩色 鎧張り木材 瓦

5R 3 1 暖色  10YR 2 1 暖色 鎧張り木材 スレート

2.5Y 7 4 暖色  10YR 4 4 暖色 鎧張り木材 スレート

10YR 4 2 暖色 N 6 無彩色 モルタル、木材 瓦

7.5R 2 4 10YR 3 0.5 暖色

10R 3 3 N 5 ‐ 無彩色

N 9 ‐ 無彩色 ‐ ‐ ‐ ‐

N 9 ‐ 無彩色 N 5 ‐ 無彩色 漆喰、モルタル 瓦

10YR 7.5 1 暖色 N 5 ‐ 無彩色 モルタル 瓦

2.5Y 7 4
2.5Y 8 4

N 9 ‐ 無彩色

10YR 4 2 暖色 10YR 4 1 暖色 モルタル、木材 瓦、スレート

10R 2 2
5Y 9 1
N 5 ‐ 無彩色

5Y 7 2 暖色

N 8.5 ‐ 無彩色

2.5Y 7 4 暖色 N 5.5 ‐ 無彩色 モルタル 瓦、コンクリート

5YR 3 1 暖色 2.5Y 3 1 暖色 漆喰 瓦、茅葺き

N 9 ‐ 無彩色 7.5R 4 8 暖色 木材 スレート

N 9 ‐ 無彩色 7.5R 4 8 暖色 モルタル 瓦

モルタル、木材 瓦

モルタル
木材、トタン

瓦、スレート

瓦、トタン
コンクリート
モルタル

瓦、トタン

鎧張り木材 瓦

壁面 屋根

木材
モルタル
タイル

無彩色

無彩色

無彩色

無彩色

N 5

N 5.5

N 5

‐

‐

‐

建築物

共同温泉

小売商店

‐

暖色

私営温泉

旅館

暖色 N 2.5

暖色

暖色

構成要素名

意匠
色彩 素材

壁面 屋根

表5 ワークショップ概要 
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を営む人でなければ、生活し続けていくことは難しい

という意見が挙げられた。その結果、空地も増加する

一方であるという意見も挙げられた。現在、検討中の

重点景観計画は、新規又は既存構造物の大きな改変時

にのみ適用される。しかし、空地の増加による地区景

観への影響は大きいため、何らかの検討が求められる

事項である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7 総括と今後の課題                      
 本研究では、明礬温泉地区において、文化的景観の

特性について整理し、対象地区の景観の現況把握行っ

た。さらに、住民を対象としたワークショップを実施

し、2009年に行われた意見集約の再確認とこの地区の
もつ規制誘導に関する景観の危険性の共有化を図った。

そして、地域の目指す景観の将来像として基本方針の

作成を行う上で、「重要文化的景観」として保護してい

くために必要な規制誘導に関する検討項目を明らかに

した。また、調査により建築物の「高さ」、「形態意匠」

についての特徴も明らかとなった。しかし、この地区

の文化的景観の特性を維持するための具体的な方針を

示すことはできていない。重点景観計画を策定するに 
 
 
 

あたっては、既往研究にて整理された文化的特徴を勘

案し、どのように今回の計画で応えうるのかを検討す

る必要がある。そのためには得られた結果とこれまで

の調査・研究の成果をもとに、目指すべき景観の将来

像をガイドライン等により明確にする必要がある。さ

らに、住民の意向を再度確認した上で、明礬温泉地区

温泉湯けむり重点景観計画の策定案を提案すべきであ

る。対象地区が目指す将来像に向けて、課題の検討を

行うことで、「湯けむり景観」を「重要文化的景観」と

して後世に残すための1つ方針としたい。 
 

【補注】 

注 1）風致地区「良好な自然的景観を形成している区域のうち、土地利用    
  計画上、都市環境の保全を図るため風致の維持が必要な区域について定  
  めるものである。（都市計画法第 8条第 1項第 7号より）」 
 
 
 
 
 
注 2）別府八湯「別府市内の 8つの代表的な温泉地の総称」浜脇・別府・     
  亀川・鉄輪・観海寺・堀田・柴石・明礬温泉 
注 3）湯の花「湯の花小屋と呼ばれる瓦葺小屋を建て、小屋の中に青粘土を敷 
  き詰め粘土から析出し結晶化したもの」 

注 4）湯の花小屋「湯の花を精製するための小屋。内部の温度を一定に保ち雨  
  漏れせず、蒸気中の水分を藁屋根が水滴とならず、屋外へ放出する。」 

注 5）原風景形成期「文献による歴史調査や住民へのヒアリングによって、  
  重要文化的景観の特徴が築かれた期間を「原風景形成期間」として抽出  
  している。明礬温泉地区の湯けむり原風景形成期間は1885（明治18）~1936 
（昭和11）と定める」 
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表7 明礬温泉地区に関する景観についてのご意見 

 
カテゴリー 要素 ご意見

地質的に3,4F建ての建築物が建つことはないが、今後建つ可能性はあるのではないか。
高さ制限がなければ、高層建築物が建つ恐れがあるのではないか。
1F建ての建築物の方が良い。

壁面素材 白漆喰が良い。
年齢によって好む色が違うため、同じ色を見ても印象が異なってくるのではないか。
色についてはルールの検討をするべきだ。

工作物 別府石の石垣 石垣が独特である。
既存の住宅は高さ・形態・意匠等が変化することはないが、土地所有者が変化した場合、
どのような建築物が建つかわからない。
外部の方に土地を売り、景観上問題のある建築物が建ってしまっているということが、
実際に起きているということに関して問題視している。
旅館経営をしている住民たちは収入があるのでこの地区で生活し続けることができるが、
この地区の住民であっても他の地区に働きに出ているような若者たちは、この地区から離れている。
したがって、地権者に後継者がいないため将来的に空地が増加する恐れがある。
住んでる人も建築物も激減したため、空地が増加したという印象を受ける。

地獄釜 地獄釜 昔はガスコンロの代わりに地獄釜を生活に利用していたため数が多かったが、現在は減少している。

道路 国道500号 昔は細くて通れなかったが、道の構成に変化はなし。
明礬大橋 現在はこの橋があることに馴れ、問題視していない。
生活・生業 明礬温泉地区は、住む場所ではなく仕事場になりつつある。
範囲 重点計画の計画区域をもっと広い範囲で策定して欲しい。

温泉 泉源 湧出量等を知りたい。
自然 硫黄 電化製品や配管が硫黄でさびる。

その他

建築物

空地

その他

景観

色彩

土地

高さ

表6 住民より提案されたキーワード 

 
自然の中の風呂

ボーリングで掘削していない自然な温泉

自然に湧き出た温泉

体に良い湯

特別な温泉

温泉郷

湯冷めしない

泉源によって種類が豊富

泉源の種類

泉質が一件一件違う

泉源数/人口＝（多分）別府最大

特別な泉源

硫黄のにおい

温泉のにおい

湯けむりかおる

香りで明礬を感じる

空気が悪い

石垣から湧き立つ湯けむり
湯けむり
湯気
自然の蒸気

湯の花 湯の花

硫黄 硫黄温泉

山水が美しい、おいしい

山に囲まれている

山水

温泉が流れる川

郷（里）

地球の体温

地が暖かい

地球の鼓動

地獄の巣

豊かな自然

四季豊かな

四季を楽しめる

紅葉、桜

眺め

夜景

湯の花小屋

独自の技術

宿泊施設 宿 湯治場

大正レトロ

大正の町

変わらない

自然

かおり

湯けむり

持続性その他

湯の花小屋 湯の花小屋

地形

四季

自然

景観

景観 眺望

温泉

泉源

エネルギー

温泉

種類 高さ(m) 建ぺい率 道路後退(m)隣地後退(m)緑地率(%)
第3種 12.0 3/10 2.0 1.0 20
第4種 15.0 4/10 2.0 1.0 20

風致地区内建築制限
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